


日　程

１　趣旨 　（３）実習
○ 「命を守る～救命救急法～」

２　主催 国立沖縄青少年交流の家
○ 「レクリエーションなど」

３　後援 県内各大学
　（予定） 沖縄県教育委員会

沖縄タイムス社

４　期日 平成２２年４月２３日（金）～４月２５日（日） 　（４）野外活動体験
　 ＊集合場所　　４月２３日（金）　９：００

　 とまりん渡嘉敷島行きチケット売り場前
＊解散時間　　４月２５日（日）１７：１０
　 泊港（フェリーけらま到着後）

５　場所 国立沖縄青少年交流の家
　（本館及びキャンプ場）

８　参加費 ７，６００円
６　対象

７　内容
　（１）講義 ９　持ち物

　　○ 「青少年教育と体験活動」

○ 「青少年教育施設の役割と運営」
10　申込方法

直接、お電話でお申し込みください。
（２）グループワーク 国立沖縄青少年交流の家

「ボランティア活動の意義」 　　TEL　　０９８－９８７－２３０６

※申込締切は、４月１８日です。

当施設のボランティア活動に必要な知識・
技能の修得を図り、活動の場の提供を通
して、青年ボランティアの主体的な活動を
支援する。

ボランティア活動に対する考えを交流する
ことにより、各自が考えを深め、より良い活
動を行うための意識を高める。

万が一の事態に備え、命を守るための救
命救急法を学び、安全に対する意識を高
め、必要な知識・技能を身につける。

参加者間のコミュニケーションを図りなが
ら、アイスブレーキングやレクリエーション
を体験し、また、キャンプファイヤーのプロ
グラムづくりや実施の時の留意点などを考
えてもらうためのグループワークなどを行

海洋研修場の各プログラムやテント設営、
野外炊飯活動、火おこし、キャンプファイ
ヤー等の基本的な活動を参加者自ら体験
することを通して、参加者間のコミュニケー
ションを図りながら当施設の野外活動の基
本技能を身につける。

（食事代、フェリー往復船賃、保険代など）

大学・短大・専修学校生、高校生以上　３０名

青少年教育の課題や子どもの発達段階に
応じた体験活動の必要性を理解する。

青少年教育施設の教育機能や役割、運営
について理解する。

着がえ、タオル、洗面用具（石けん、シャン
プー）、歯磨き、筆記用具、軽装（水着）、
体育館シューズ、健康保険証写し、防寒
具、その他必要と思われるもの

※申込受付後、振り込み用紙を郵送しま
すので、　　４月２２日までに振り込みをお
願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族や少人数のサークルでもご利用できます！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡嘉敷島で「あなたのやってみたいこと」をお手伝いいたします！


